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紙
面
が「
除
染
」さ
れ
た「
放
射
線
副
読
本
」
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「全市民にヨウ素剤の配布を求める」請願 不採択に
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今
回
、
ハ
カ
ル
ワ
カ
ル
広
場
（
八
王
子

市
民
放
射
能
測
定
室
）
で
は
「
ヨ
ウ
素
剤

を
全
市
民
に
配
布
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い

う
請
願
を
八
王
子
市
議
会
に
提
出
し
、
厚

生
委
員
会
で
審
議
さ
れ
た
が
、
不
採
択
で

あ
っ
た
。
審
議
で
は
「
趣
旨
は
理
解
で
き

る
が
反
対
で
す
」
と
述
べ
ら
れ
る
な
ど
、

反
対
理
由
が
明
確
で
は
な
か
っ
た
。

請
願
の
き
っ
か
け
は
、
昨
年
11
月
に
ハ

カ
ル
ワ
カ
ル
広
場
が
行
な
っ
た
ヨ
ウ
素
剤

の
自
主
配
布
会
だ
。
そ
の
時
の
山
田
真
医

師
の
言
葉
、「
自
分
た
ち
が
持
っ
て
い
る

こ
と
で
安
心
せ
ず
、
ど
の
子
ど
も
も
市
民

も
持
つ
よ
う
、
自
治
体
に
要
望
す
る
運
動

を
し
て
く
だ
さ
い
」。
そ
れ
こ
そ
ハ
カ
ル

ワ
カ
ル
の
「
み
ん
な
の
子
ど
も
を
放
射
能

か
ら
守
り
た
い
」
の
願
い
と
一
致
す
る
も

の
。
実
行
し
た
い
と
切
に
思
っ
た
。

短
期
間
の
運
動
と
な
っ
た
が
、
ハ
カ
ル

ワ
カ
ル
会
員
、
知
り
合
い
、
金
八
デ
モ

（
毎
金
曜
日
、
八
王
子
で
実
施
）
の
方
々

の
ご
協
力
で
最
終
的
に
１
６
２
７
筆
を
集

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
毎
日
毎
日
、「
こ

ん
な
大
切
な
こ
と
を
し
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
」
と
の
コ
メ
ン
ト
が
添
え
ら
れ
た
署

名
用
紙
が
郵
送
で
届
い
た
。

私
た
ち
は
原
発
の
な
い
社
会
を
求
め
て

運
動
し
て
い
る
が
、
現
実
に
は
再
稼
働
が

続
き
、
現
在
９
基
が
動
い
て
い
る
。
原
発

が
稼
働
し
て
い
る
限
り
、
甲
状
腺
が
ん
の

予
防
薬
の
ヨ
ウ
素
剤
は
必
須
で
あ
る
。
し

か
も
ヨ
ウ
素
剤
は
非
常
に
安
価
（
１
錠
５

円
）
で
、
副
作
用
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

欧
米
で
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
以

降
、
政
府
が
国
民
に
配
布
し
、
町
の
薬
局

で
も
容
易
に
入
手
可
能
で
あ
る
。
例
え
原

発
推
進
に
賛
成
の
人
で
も
、
ヨ
ウ
素
剤
は

必
要
と
考
え
る
の
が
道
理
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
市
の
見
解
を
求
め
ら
れ
る

と
、
保
健
課
長
は
「
国
の
指
針
で
は
５
㌔

圏
内
が
配
布
、
30
㌔
圏
内
が
自
治
体
備
蓄

で
あ
り
、
国
の
指
示
を
受
け
て
飲
む
こ
と

に
な
っ
て
い
る
」
と
回
答
。
国
の
指
示
を

待
っ
て
い
た
の
で
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た

こ
と
は
、
福
島
原
発
事
故
で
私
た
ち
が
学

ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
採
決
は
与
党
（
自

民
、
公
明
、
市
民
ク
ラ
ブ
）
５
人
が
反

対
、
野
党
（
共
産
党
、
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

２
人
が
賛
成
で
あ
っ
た
。

こ
の
署
名
活
動
を
通
じ
て
、
思
わ
ぬ
効

用
も
あ
っ
た
。

正
面
か
ら
原
発
反
対
を
訴
え
る
の
で
は

な
く
、「
ヨ
ウ
素
剤
配
布
」
と
い
う
具
体

的
な
要
求
で
あ
る
た
め
、
原
発
賛
成
の
人

に
も
署
名
を
も
ら
い
や
す
く
、
原
発
に
関

心
の
な
い
人
と
の
対
話
に
も
入
り
や
す

か
っ
た
。

あ
る
人
は
「
原
発
を
考
え
た
こ
と
が
な

か
っ
た
が
、
今
回
話
を
聞
い
て
自
分
の
無

知
を
恥
じ
た
」
と
言
い
、
ま
た
署
名
を
集

め
た
あ
る
人
は
「
こ
の
署
名
活
動
で
、
原

発
の
話
や
福
島
の
今
を
話
せ
た
。
市
民
と

の
対
話
は
民
主
主
義
だ
と
感
じ
た
」
と

語
っ
た
。

脱
原
発
の
実
現
に
は
、
原
発
に
関
心
の

な
い
人
に
も
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
必
要

が
あ
る
。
こ
の
ヨ
ウ
素
剤
配
布
の
署
名
活

動
は
、
そ
の
た
め
の
有
効
な
手
段
と
な
り

う
る
と
思
っ
た
。
こ
の
請
願
運
動
が
全
国

に
広
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

文
部
科
学
省
が
発
行
す
る
『
放
射
線
副
読

本
』。
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
に
向
け
て

学
校
教
育
の
現
場
で
配
布
さ
れ
て
い
る
も
の

だ
。
原
発
事
故
後
、
２
０
１
１
年
10
月
に
発
行

さ
れ
、
２
０
１
４
年
２
月
に
改
訂
、
そ
の
後
、

再
改
訂
版
が
昨
年
９
月
に
発
行
さ
れ
た
。

こ
の
２
０
１
８
年
版
『
放
射
線
副
読
本
』
は

復
興
庁
の
「
風
評
払
拭
・
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
戦
略
（
２
０
１
７
年
）」
の

一
環
で
作
ら
れ
、
以
前
、
本
紙
で
も
取
り
上
げ

た
『
放
射
線
の
ホ
ン
ト
』（
復
興
庁
発
行
）
と

同
様
に
「
広
く
国
民
一
般
に
対
し
て
、
放
射
線

に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
情
報
発
信
を
行
な

う
」
と
い
う
も
の
だ
。

し
か
し
、
こ
の
『
放
射
線
副
読
本
』
に
対
し

て
は
、
政
府
側
の
一
方
的
な
「
正
し
い
（
と
さ

れ
る
）
知
識
」
の
み
で
、「
原
発
事
故
の
矮
小

化
」「
子
ど
も
た
ち
へ
の
放
射
線
教
育
と
し
て

適
切
で
は
な
い
」
と
い
っ
た
批
判
の
声
が
数
多

く
上
が
り
、
撤
回
を
求
め
る
署
名
活
動
や
政
府

交
渉
、
一
部
の
学
校
教
育
現
場
で
の
配
布
取
り

や
め
や
回
収
も
行
な
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

副
読
本
か
ら
消
え
た「
汚
染
」

福
島
大
学
大
学
院
共
生
シ
ス
テ
ム
理
工
学
研

究
科
の
後
藤
忍
准
教
授
は
、
２
０
１
１
年
版
と

２
０
１
４
年
版
『
放
射
線
副
読
本
』
で
も
多
く

の
問
題
点
を
指
摘
し
て
き
た
が
、
２
０
１
４
年

版
に
比
べ
今
回
は
さ
ら
に
悪
化
し
て
し
ま
っ
た

と
話
す
。
２
０
１
８
年
版
の
放
射
線
副
読
本
で

は
、紙
面
が「
除
染
」さ
れ
た
と
指
摘
し
た
。

後
藤
准
教
授
は
、
改
訂
前
の
副
読
本
か
ら
何

が
削
除
さ
れ
、
何
が
復
活
し
、
そ
し
て
、
何
が

追
加
さ
れ
た
の
か
を
徹
底
的
に
比
較
・
分
析
。

改
訂
は
改
悪
で
あ
り
、
事
故
の
過
小
評
価
に
つ

な
が
る
こ
と
、
そ
し
て
「
放
射
線
被
ば
く
の
安

全
神
話
を
流
布
す
る
も
の
」
と
警
鐘
を
鳴
ら

す
。
そ
れ
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

例
え
ば
、
事
故
の
被
害
を
伝
え
る
「
事
故
を

起
こ
し
た
原
発
の
写
真
」「
広
域
的
な
汚
染
地

図
」
が
２
０
１
８
年
版
か
ら
は
消
え
、「
汚
染
」

と
い
う
単
語
も
本
文
か
ら
す
べ
て
消
え
た
。
そ

し
て
、
国
際
原
子
力
事
象
評
価
尺
度
（
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｓ
）
の
「
レ
ベ
ル
７
」
と
い
う
記
載
も
消
え
て

い
る
と
い
う
。

国
や
東
電
の
責
任
は
ど
こ
に

そ
も
そ
も
、
紙
面
構
成
が
大
き
く
変
化
し

た
。
第
一
部
が
「
原
子
力
発
電
所
事
故
に
つ
い

て
」
だ
っ
た
も
の
が
、
前
後
入
れ
替
わ
り
、
今

回
の
副
読
本
で
は
「
放
射
線
、
放
射
性
物
質
、

放
射
能
と
は
」
と
、
放
射
線
の
説
明
か
ら
始
め

て
い
る
と
い
う
。

そ
し
て
、
被
ば
く
影
響
に
つ
い
て
も
「
楽
観

派
の
情
報
の
み
が
追
加
さ
れ
て
い
る
」
と
後
藤

さ
ん
は
話
す
。

「
被
ば
く
線
量
と
健
康
影
響
と
の
間
の
比
例

関
係
（
Ｌ
Ｎ
Ｔ
モ
デ
ル
）」
や
「
子
ど
も
の
被

ば
く
感
受
性
」
に
関
す
る
表
記
は
消
え
、
安
全

性
を
強
調
す
る
記
述
が
わ
ざ
わ
ざ
追
加
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。「
大
量
飲
酒
、
肥
満
、

運
動
不
足
、
塩
分
取
り
す
ぎ
」
な
ど
、
放
射
線

被
ば
く
と
は
「
関
係
の
な
い
リ
ス
ク
の
比
較
」

も
行
な
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
追
加
さ
れ
た
内
容
に
は
「
い
じ
め
問

題
に
関
す
る
資
料
」「
復
興
の
様
子
」
な
ど
の

情
報
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
「
焦
点
ず
ら
し
」

だ
と
後
藤
准
教
授
は
批
判
。「
い
じ
め
」
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
が
、
東
京
電
力
や
国
の
加

害
責
任
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
記
述
が
な
い
こ

と
を
問
題
視
し
て
い
る
。

被
ば
く
の
危
険
ど
う
伝
え
る

以
上
が
、
後
藤
准
教
授
に
よ
る
批
判
的
検
証

の
一
部
だ
。
も
し
、
手
元
に
子
ど
も
の
『
放
射

線
副
読
本
』
が
あ
れ
ば
、
実
際
に
読
ん
で
み
て

ほ
し
い
。
子
ど
も
た
ち
が
、
ど
の
よ
う
に
原
発

事
故
や
放
射
線
の
リ
ス
ク
を
捉
え
、
成
長
す
る

の
か
、
廃
炉
作
業
が
長
引
く
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
こ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
重
要
な
問
題
か
、
い
ま

一
度
、
思
い
を
馳
せ
て
ほ
し
い
。

「
原
発
安
全
神
話
」
は
、
原
発
事
故
が
起
き

た
途
端
、「
放
射
線
の
安
全
神
話
」
に
す
り
替

え
ら
れ
、
流
布
さ
れ
て
い
る
。『
副
読
本
』
は
、

そ
の
安
全
神
話
を
支
え
る
ツ
ー
ル
の
一
つ
だ
。

『
放
射
線
の
ホ
ン
ト
』
は
、
放
射
線
を
不
安

に
思
う
被
害
者
の
立
場
の
外
堀
を
埋
め
、
声
を

あ
げ
づ
ら
く
さ
せ
る
も
の
だ
が
、『
放
射
線
副

読
本
』
は
、
世
代
を
超
え
た
形
で
立
体
的
に
外

堀
を
埋
め
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

祖
父
母
が
、
父
母
が
「
原
発
事
故
の
被
害
」

に
つ
い
て
語
っ
て
も
、
子
ど
も
た
ち
世
代
が
ピ

ン
と
こ
な
く
な
る
時
代
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に

来
て
し
ま
う
。「
廃
炉
」
を
押
し
付
け
て
し
ま

う
次
世
代
の
た
め
に
、
何
を
教
え
て
い
け
ば
い

い
の
か
を
丁
寧
に
議
論
す
べ
き
で
な
い
か
。

後藤 忍 さん

ヨウ素 131 に被ばくした場合、
ヨウ素剤（ヨウ化カリウム１錠 50
ミリ㌘を２錠）の効果は、24 時間前
に服用すれば 90％以上、２時間後
で 80％以上、８時間以内は 40％、
24 時間後は７％。

後
藤
忍
准
教
授
に
き
く


